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治
ま
る
国
の
始
め
も
や
。
〳
〵
。
淡
路
の
神
代
な
る
ら
ん
。

そ
も
そ
も
是
は
当
今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
な
り
。
さ
て
も
我

宿
願
の
子
細
あ
る
に
よ
り
。
住
吉
玉
津
島
に
参
詣
仕
り
て

候
。
又
よ
き
つ
い
で
な
れ
ば
。
是
よ
り
淡
路
の
国
に
渡
り
。

神
代
の
古
跡
を
も
一
見
せ
ば
や
と
存
じ
候
。

紀
の
海
や
。
波
吹
上
の
浦
風
に
。
〳
〵
。
跡
遠
ざ
か
る
沖

つ
舟
。
汐
路
程
な
く
移
り
き
て
。
よ
そ
に
霞
み
し
島
影
や
。

淡
路
潟
に
も
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

「「「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

シ
テ
、ツ
レ
一
声

ツ
レ

二
人

シ
テ
サ
シ

二
人

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
是
は
早
淡
路
の
国
に
着
き
て
候
。
此
所

の
人
を
待
ち
。
神
代
の
古
跡
を
尋
ね
ば
や
と
存
じ
候
。

神
の
代
の
。
跡
を
残
し
て
海
山
の
。
の
ど
け
き
波
の
淡
路

潟
。

種
を
収
め
し
国
な
れ
ば
。

苗
代
水
も
豊
か
な
り
。

夫
れ
陰
陽
の
神
代
よ
り
。
今
人
界
に
至
る
ま
で
。

山
河
草
木
国
土
は
皆
。
神
の
恵
み
に
作
り
田
の
。
雨
つ
ち
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く
れ
を
湿
し
て
。
千
里
万
里
の
外
ま
で
も
。
皆
た
の
し
め

る
時
と
か
や
。

頃
し
も
今
は
の
ど
か
な
る
。
心
の
池
の
云
ひ
が
た
き
。
春

の
け
し
き
も
さ
ま
〴
〵
に
。

春
の
田
を
。
人
に
ま
か
せ
て
我
は
た
ゞ
。
〳
〵
。
花
に
心

の
あ
こ
が
る
ゝ
。
盛
り
に
引
か
れ
て
苗
代
の
。
水
に
心
の

種
蒔
き
て
。
散
れ
ば
こ
ゝ
も
や
桜
田
の
。
雪
を
も
か
へ
す

け
し
き
か
な
。
〳
〵
。

「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

い
か
に
是
な
る
翁
に
尋
ぬ
べ
き
事
あ
り
。
お
こ
と
の
風
情

を
見
る
に
。
小
田
を
か
へ
し
な
が
ら
水
口
に
幣
帛
を
立
て
。

誠
に
信
心
の
け
し
き
な
り
。
い
か
さ
ま
是
は
御
神
田
に
て

候
ふ
か
。

さ
ん
候
春
の
田
を
作
ら
ん
と
て
は
。
よ
ろ
づ
悦
ぶ
事
の
候

ふ
程
に
。
あ
の
水
口
に
五
十
串
と
て
五
十
の
幣
帛
を
立
て
。

神
を
祭
り
候
。
然
れ
ば
あ
る
歌
に
。
谷
水
を
せ
く
水
口
に

五
十
串
た
て
。
苗
代
小
田
の
種
ま
き
に
け
り
。
其
上
此
御
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田
は
。
当
社
二
の
宮
の
御
供
田
に
て
御
座
候
ふ
程
に
。
殊

に
は
内
外
清
浄
に
て
御
田
を
作
り
候
ふ
よ
。

さ
て
は
当
社
二
の
宮
に
て
ま
し
ま
さ
ば
。
国
の
一
の
宮
は
い

づ
く
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
や
。
若
し
楪
葉
の
権
現
に
て
御
座

候
ふ
や
ら
ん
。

恐
れ
な
が
ら
悪
し
く
御
心
得
候
ふ
物
か
な
。
当
社
は
二
の

宮
に
て
ま
し
ま
せ
ば
と
て
。
国
中
一
二
の
次
第
に
あ
ら
ず
。

御
覧
候
へ
当
社
の
神
達
。
二
柱
の
社
の
御
殿
な
れ
ば
。

「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ

二
人

ワ
キ

シ
テ
詞

二
つ
の
宮
居
を
其
ま
ゝ
に
て
。
二
の
宮
と
あ
が
め
奉
る
な

り
。

是
は
即
ち
伊
奘
諾
伊
奘
冊
の
尊
二
柱
の
。
神
代
の
ま
ゝ
に

宮
居
し
た
ま
ふ
淡
路
の
国
の
。
神
は
一
き
う
宮
居
は
二
つ

の
。
二
の
宮
と
あ
が
め
申
す
な
り
。

よ
く
〳
〵
聞
け
ば
有
難
や
。
さ
て
〳
〵
か
ゝ
る
国
土
の
種

を
。
あ
ま
ね
く
受
く
る
御
恩
徳
。
只
此
神
の
誓
ひ
よ
な
ふ
。

事
あ
た
ら
し
き
御
諚
か
な
。
国
土
世
界
や
万
物
の
。
出
生
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あ
ま
ね
き
御
神
徳
。
唯
是
れ
当
社
の
誓
ひ
な
り
。

然
れ
ば
開
け
し
天
地
の
。
伊
奘
諾
と
書
い
て
は
。

た
ね
ま
く
と
よ
み
。

伊
奘
冊
と
書
い
て
は
。

た
ね
を
収
む
。

是
れ
目
前
の
御
誓
ひ
な
り
。

其
上
神
代
は
遠
か
ら
ず
。

今
目
の
前
に
も
。

「「「「「「「「「「「
ツ
レ

シ
テ
詞

ツ
レ

シ
テ
詞

ツ
レ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ地

ワ
キ
詞

地
ク
リ

御
覧
ぜ
よ
。

種
を
蒔
き
。
種
を
収
め
て
苗
代
の
。
〳
〵
。
水
う
ら
ゝ
に

て
春
雨
の
。
天
よ
り
く
だ
れ
る
種
蒔
き
て
。
国
土
も
豊
か

に
。
千
里
栄
ふ
る
富
草
の
。
村
早
稲
の
秋
に
な
る
な
ら
ば
。

種
を
収
め
ん
神
徳
。
あ
ら
有
難
の
誓
ひ
や
な
。
有
難
の
神

の
誓
ひ
や
な
。

な
ほ
〳
〵
当
社
の
神
秘
ね
ん
ご
ろ
に
御
物
が
た
り
候
へ
。

夫
れ
天
地
開
闢
の
昔
よ
り
。
渾
沌
未
分
や
う
や
く
分
れ
て
。

89



清
く
明
ら
か
な
る
は
天
と
な
り
。
重
く
濁
れ
る
は
地
と
な

れ
り
。

然
れ
ば
天
に
五
行
の
神
ま
し
ま
す
。
木
火
土
金
水
是
な
り
。

既
に
陰
陽
相
分
れ
て
。
木
火
土
の
精
伊
奘
諾
と
な
り
。
金

水
の
精
凝
り
固
ま
つ
て
伊
奘
冊
と
顕
は
る
。

然
れ
ど
も
い
ま
だ
世
界
と
も
な
ら
ざ
り
し
先
を
伊
奘
諾
と

い
ひ
。

国
土
治
ま
り
万
物
出
生
す
る
所
を
伊
奘
冊
と
申
す
。
即
ち

「「「「「

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

ク
セ

此
淡
路
の
国
を
は
じ
め
と
せ
り
。

さ
れ
ば
に
や
。
二
柱
の
御
神
の
。
磤
馭
盧
島
と
申
す
も
。

此
一
島
の
事
か
と
よ
。
凡
そ
此
島
は
じ
め
て
。
大
八
島
の

国
を
つ
く
り
。
紀
の
国
伊
勢
志
摩
日
向
並
に
。
四
つ
の
海

岸
を
作
り
い
だ
し
。
日
神
月
神
蛭
子
素
盞
嗚
と
申
す
は
。

地
神
五
代
の
は
じ
め
に
て
。
皆
此
島
に
御
出
現
。
中
に
も

皇
孫
は
。
日
向
の
国
に
天
降
り
給
ひ
て
。
地
神
第
四
の
火

火
出
見
の
皇
子
を
御
出
生
。
実
に
有
難
き
代
々
と
か
や
。
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天
下
を
た
も
ち
給
ふ
事
。

す
べ
て
八
十
三
万
。
六
千
八
百
余
歳
な
り
。
か
ゝ
る
め
で

た
き
皇
子
達
に
。
御
代
を
喩
鶴
羽
の
。
権
現
と
顕
は
れ
お

は
し
ま
す
。
伊
奘
諾
伊
奘
冊
の
神
代
も
。
只
今
の
国
土
な

る
べ
し
。

実
に
神
の
代
の
道
直
に
。
〳
〵
。
今
も
妙
な
る
秋
津
洲
の
。

君
の
御
影
ぞ
有
難
き
。

御
影
ぞ
と
。
夕
日
が
く
れ
の
雲
の
端
に
。
た
な
び
く
天
の

「「「「「「「「
シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

ワ
キ
歌

浮
橋
の
。
い
に
し
へ
を
顕
は
し
て
。
御
客
人
を
な
ぐ
さ
め

ん
。

そ
も
浮
橋
の
い
に
し
へ
と
。
聞
く
は
い
か
な
る
言
の
葉
の
。

其
神
歌
は
烏
羽
玉
の
。
我
黒
髪
も
。

乱
れ
ず
に
。
結
び
定
め
よ
小
夜
の
手
枕
の
。
歌
の
種
蒔
き

し
。
神
と
も
今
は
白
波
の
。
淡
路
山
を
浮
橋
に
て
。
天
の

戸
を
渡
り
失
せ
に
け
り
。
〳
〵
。
（
中
入
）

実
に
今
と
て
も
神
の
世
の
。
〳
〵
。
御
末
は
あ
ら
た
な
り
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け
り
と
。
い
へ
ば
虚
空
に
夜
神
楽
の
。
月
に
聞
え
て
光
さ

す
。
け
し
き
ぞ
あ
ら
た
な
り
け
る
や
。
け
し
き
ぞ
あ
ら
た

な
り
け
る
。

わ
た
づ
み
の
挿
頭
に
刺
せ
る
白
玉
の
。
波
も
て
結
へ
る
淡

路
島
。
月
春
の
夜
も
の
ど
か
な
る
。
緑
の
空
も
澄
み
渡
る
。

天
の
浮
橋
の
上
に
し
て
。
八
島
の
国
を
求
め
得
し
。
伊
奘

諾
の
神
と
は
我
事
な
り
。
治
ま
る
や
国
常
立
の
始
め
よ
り
。

七
つ
五
つ
の
神
の
代
の
。

「「「「「「「

後
ジ
テ地

シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

御
末
は
今
に
君
の
代
よ
り
。

和
光
守
護
神
の
扶
桑
の
御
国
に
。
風
は
吹
け
ど
も
山
は
動

ぜ
ず
。

げ
に
有
難
き
御
誓
ひ
。
〳
〵
。
そ
も
〳
〵
天
の
浮
橋
の
。

其
御
出
所
は
さ
る
に
て
も
。
い
か
な
る
所
な
る
ら
ん
。

振
り
下
げ
し
。
鉾
の
滴
り
露
凝
り
て
。
一
島
と
な
り
し
を
。

淡
路
よ
と
見
つ
け
し
。
こ
ゝ
ぞ
浮
橋
の
下
な
ら
ん
。

げ
に
此
島
の
有
様
。
東
西
は
海
漫
々
と
し
て
。
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南
北
に
雲
風
を
つ
ら
ね
。

宮
殿
に
か
ゝ
る
浮
橋
を
。

立
ち
渡
り
舞
ふ
雲
の
袖
。

さ
す
は
御
鉾
の
手
風
な
り
。
引
く
は
潮
の
時
つ
風
。
治
ま

る
は
波
の
蘆
原
の
。
国
富
み
民
も
豊
か
に
。
万
歳
を
う

た
ふ
松
の
声
。
千
秋
の
秋
津
島
。
治
ま
る
国
ぞ
久
し
き
。

〳
〵
。

「「「「
シ
テ地

シ
テ地
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